
（ ６ ）　宇部市における人権尊重意識の定着状況

問３　今の宇部市は、１０年前と比べて、人権が尊重された都市になっていると思いますか。あなた

の気持ちに一番近いものをお答えください。（✔は１つ）

図３－１　宇部市における人権尊重意識の定着状況　（全体）

　今の宇部市は、１０年前と比べて、人権が尊重された都市になっているか尋ねたところ、「そう思う」

と答えた人が７．０％、「どちらかといえばそう思う」と答えた人が２４．５％となっており、これらを合わ

せた「そう思う（計）」は、３１．５％である。一方、「そうは思わない」と答えた人が３．６％、「どちらかと

いえばそうは思わない」と答えた人が５．１％となっており、これらを合わせた「そうは思わない（計）」

は８．７％である。なお、「どちらともいえない」は２８．２％、「わからない」は２９．４％となっている。
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図３－２　宇部市における人権尊重意識の定着状況　（性・年齢別）

　宇部市における人権尊重意識の定着状況について性別にみると、男性、女性ともに全体結果とほ

ぼ同様の回答傾向となっている。

　また、年齢別にみると、２０歳以上では、年齢が高くなるにつれ、「そう思う（計）」割合が高くなる傾

向がある。
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図３－３　宇部市における人権尊重意識の定着状況　（職業別）

　宇部市における人権尊重意識の定着状況について職業別にみると、「そう思う（計）」の回答割合

合は、学校の教職員は５０.０％、農林業者は４７．０％と他の職業と比べ高くなっている。

　一方、「そうは思わない（計）」の回答割合は、企業の経営者・自営業者は１７．８％、「わからない」

の回答割合は、学生が５５．６％と他の職業と比べ高くなっている。
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全体
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そうは思わない（計）
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（ ７ ）　人権を侵害された経験

図４－１　　人権を侵害された経験　（経年比較）

　今までに、自分の人権が侵害されたと思ったことがあるか尋ねたところ、「ある」と答えた人が１８．３

％、「ない」と答えた人が６２．７％となっている。

　平成２０年度調査と比較すると、「ある」と答えた人は４．０ポイント低く、「ない」と答えた人は４．８ポ

イント高くなっている。

図４－２　　人権を侵害された経験（令和元年度山口県調査）

　令和元年度に実施された山口県の人権に関する県民意識調査結果と比較すると、「ある」と答えた

人の回答割合は本市が３．６％低く、「ない」と答えた人の回答割合は本市が３．９％高くなっている。

問４　あなたは、今までに、ご自分の人権が侵害されたと思ったことがありますか。　（✔は１つ）
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図４－３　　人権を侵害された経験　（性・年齢別）

　人権を侵害された経験の有無について性別にみると、「ある」の回答割合は、女性（１９．６％）が

男性（１６．４％）より、３．２ポイント高くなっている。

　また、年齢別にみると、いずれの年齢とも「ない」の回答割合が高く、中でも１８～１９歳（８１．８％）

が他の年齢に比べ高くなっている。

　一方、「ある」の回答割合は、３０～３９歳（２８．６％）、４０～４９歳（２６．７％）が他の年齢に比べ高

くなっている。
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５０～５９歳 （Ｎ＝１１９）

６０～６９歳 （Ｎ＝１８７）

７０～７９歳 （Ｎ＝２００）

８０歳以上 （Ｎ＝１３４）

年齢無回答 （Ｎ＝１２）
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図４－４　　人権を侵害された経験　（職業別）

　人権を侵害された経験の有無について職業別にみると、ほとんどの職業とも「ない」の回答割合が

５割を超えており、中でも、学校・医療関係以外の公務員（７１．４％）、学校の教職員（７０．８％）が

他の職業に比べ高くなっている。

　一方、「ある」の回答割合は、その他の専門職・自由業（５０．０％）、漁業者（３３．３％）、医療・保健

・福祉関係者（２８．９％）が他の職業に比べ高くなっている。
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企業の経営者・自営業者（家族従事者も含
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学校の教職員 （Ｎ＝２４）

医療等の関係者 （Ｎ＝９７）

その他の公務員 （Ｎ＝２１）
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